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流星の観測法
　　　魏西郡流星課長

　　　　小曲孝二郎
　　　（和歌山縣有田郡金屋）

　　　　　　　　　　　　ま　え　を　き

　流星の観測法はこれまで「天界」に二度許り（天界10號及31號に）記された

事があり，中村要氏の著「趣味の天膿観測」中にも書かれてみるが，最近，

會員の中に此の観測の趣味が盛に起りつxあるので，1観測法を上記の記事

を敷解して詳細に書く事ミした．申すまでもなく此の翻測の目的は流星の

軌道及び流星そのものの諸性質の研究は勿論，或る場合は彗星の研究にも

役立ち，更に進んでは星辰進化論の一一素材εもなるのであるから甚だ重要

なものである．然るに何の爲か流星天文學は他の天文學の各分科に比べて

輕んじられた傾向があり，特に日本では組織的の観測は殆んさなさズてる

ないミ云ってよい位である．これは甚だ残念な事である．故にIF，來る事な

ら此際撒十名乃至下野名の観測者を得て（多ければ多い程よい），此分野の

嚢達に講摂したいε思ってみる．第・一・一の事業εしては，我々で以って英米

あたりのものに比肩し得る立派な輻射黒占総目録を作る事である．これは決

して難事でなく，歩測者が観測法を正しく守って努力して下さるならば数

年の中に立派なものが出來るミ思ふ．願はくは此事業の逡行を…目も早か

らしむる襟多嶽此の企てに参加下さらむ事を希ふ次第である，

　　　　　　　　　　X　　　X　　X　　X　　　X

　　　　　　　　　　　1．立場の色ig

　灘測の目的ミ欺況ξに伽って次の五つの場合に分けられる．

（1）　既知の豊富なる流星群の出現藪のみを藪ふる事を目的ミする場合・

（2）　既知若しくは豫想流星群の出現の有無或ひは出現の多少及輻射馳を

　　　確定するを目的KSする揚合．

（3）　新流星群の獲見を目的ミする場合．
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（4）　同時観測によりて流星の高度，速度，軌道等を求むるを目的ミする

　　　場合．

（5）豊間に於ける火球或は険石落下の観測法．

　以下この各：立場に於ける観測法を順次蓮べ襟こ思ふ，

　　　　　　　　　　2．　流星襯測法　（其の一）

　三十三年毎に流星團の密集部ミ遭遇してすばらしい流星雨を起すεころ

の獅子座群（Leonids）やビーラ彗星（Biela’s　Comidt）崩壊のあミに出現

しfこものミ考へられるアンドロメダ流星雨（Andromedid）の如き特殊な

出現を我々が見る場合には，（1）の場合ε考へてよい．一分間に撒十は麺

か撒百に上る多藪の流星が西に東に南に北に飛び交ふのであるから其の肚

観は筆紙のよく養くすεころでない．斯襟な場合の観測は経路を星囲上に

求めて輻射灘を決定するよりも，此等の中には可成の停正流星があるので

あるから，他の方法で輻射黙を求め，全く其の出現の歎を一分或ひは五分

侮位に分ちて其の出現撒を藪へるのである．輻射黒は豫め天文書或ひは麿
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表の如きものから調べて置いて其位置を天塞に豫想しつ・其の群のものの

みを歎へるのである．此次に來る獅＝F座流星雨の大出現は1932年乃至1935

年（郎ち昭和7年から同10年）頃S思はれる．

　此場合の観測上の希望は次の様なものである，観測の時間は成るべく長

い方が好ましい．出來る事なら十歎人以上の観測者が時間及範園（天室上

の）綬掬てやつ慣ひt・い．一Aの観儲硯得・i・i・・t・上卿園は÷

位のものであるから多藪の結果から良成績を得なければならない．特に観

測は藪へる事ばかりであるから全く経験のないものでも容易に出來るので

ある．観測が終つfcならば出現数を縦軸に，時間を横軸にミつてグラフを

作るのである．前頁に挿入した圖は1866年11月13日→14日の蓉師子座流星雨

出現の時グリニチ天文壼で藪へられた出現歎を示したものである．

　此方法による観測は年々出現数の多いペルセウス流星雨や四分儀流星雨

等の場合に當てはめてもよいであらう．週期流星群の軌道の大いさや形は，

速度が正確に槻測出來ない關係上出現の週期を求める事によってのみなし

得るのであるから，此他の流星群にても出現の多少を瞼出する意味に於て

此方法を用ひる事は相當に役立つのである．甚だしい流星雨では困難であ

るが，光度，色，速力，痕の有無等の統計を取りナこい希望を持つならば，

三二な方法でやって見るtr面白からう。経路の記入を除外すれば，記録に

要する時間は藪旧聞でやれるからペルセウス流星雨なさに慮用してもよか

らう）一、思。ふ．

　　　　　　　　　　3．　流星観測法　（其の二）

　（2）（3）（4）の場合は大髄に於て共通であるから，一括して観測法をのべ

る事εする．先づ観測すべき事項を列記するミ

　　　1経路¢〉記入及精確度（Track　and　Weight）

　　　正　出現時刻〔Time）

　　　皿　糧績時間（Duration）

　　皿　光度（Magnitude／

　　　V　速度（Velocity）

　　W色（C・1・ur）

　　NII［経路の曲直（Curvature）

　　1皿痕（Train）の有無ビ其の持績時間
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一一tt一
　　一個の流星についてこれだけ記録をする必要がある．以下順を追ふての

べる事ざ、する．

　第一に経路の記録であるが，これは輻射粘を定める上に直接重大な役目．

を持ってみるのだから三二る丈け注意して記さねばならぬ，出現の稀な流

星群は例外であるが，あまり輻射鮎に遠ざかってみるものは充分正確ミ思

はるx外は記入しないがよい．輻射粘より30。乃至400以内のもののみを記

録する事か望ましき事である．方法は出現鮎ε浦二二εを三々の間に見定

めて星三山に二黙を求め，之を結び矢印で方向を示し，直ちに番號を附し

て置くのである．輻射黒占を求める事を直接の目的εする（2）及（3）の場合は，

出浸位置よりも寧ろ方向の正確さが欲しいのだから特にこの瓢を注意して

貰ひたい．出現の位置の記入は潰滅黒占に比して著しく誤差の俘なひ易いも

のであるから一般には漕直黒占を先づ正確に定めて，方向を記入する方法を

εるのがよからうε思ふ．併し速度の緩やかなものεか，光度の著しいも

のなさは誤差が比較的少ないので，直接に濡鼠の爾黒占を結んでよからう．

曲っ九ものは其通り記入するのであるが，これはあまり正しくは行かぬも

のであ．る．同時観測師ち（4）の場合では上蓮の方法よりも出浸位置の正し

き記入の方が望ましいのであるが，鯨程精確でなければならない．然し輻

射鮎より臓分離れてみるものを観測する場合も出來て來るので方向の正確

は（2）及び（3）の如く直接的のものではない，二人の観測したものが同一流

星である事の條件は次の二つである．

　　　A・出現時刻の一致

　　　B・二人の見7こる各出現黙若しくに各消滅黙なむすぶ天球上の大圓が一人の

　　　　槻測地から他の観測地へひける基線を延長して天球．ヒに出合ひすこる黙な

　　　　　通過する事・

　此の外に色，速度，光度，痕の有無なさの比較を要するのであるが，そ

れは第二義的のものである．上述の二二によって時間こ位置εの重要なる

事を知って戴きたい．

　経路の記入が出來たら，其の精確度（Weight）の記入を忘れてはならぬ、

流星を輻射鮎の決定に用ひるか否かは主Σ．して此れに由るのであるからで



90 流星の観測法　（小棋孝二郎）

ある．其の標準は曲輪法を蝋期してもよいが，五階級位に分けた位で充分

であらうε思ふ．帥ち最良（5鮎），良（4鮎），中（3鮎），不良（2黒占），最不良

（1懐刀），の5鮎法によるのである・「最良」E云ふのは誤差全くなしε思はる

るものεし，「良」は特に方向に於て殆ん♂間違なしε思はれる場合をεる．

注意鮎（眼の方向）より300も離れてみる所では4鮎以上は與へ難い．2

鮎及び1鮎なさの流星はなるべくならば記入しない方がよい．しかし輻射

黙の決定に兼ねて出現藪の多少を知らうざする場合は，　（1）の揚合の如く

経路以外を記入するこか又は其の群に属すべしε思はる、もののみの撒を

数ふるかして置く（時刻を要す）のである．自分は此方法で輻射鮎に近い正

確なもの丈け記入して他は出現時刻，色，光度等のみを記入し但し書を附

するこミεしてみる．

　「停止流星」ミ呼んで視線の方向に飛來する爲，一票占に出浸する如く見ゆ

る流星が稀にある．この鮎は唯一個のみで輻射鮎を表はす重要なものであ

る爲め愼重に其位置を定めるべきである．

　火球等で分裂したり，白鳥座0の流星群の如く爆獲性のある流星なE“で

は分裂黙，紅茸鮎なさを画聖に記入せねばならない事は勿論である。

　出現位置の讃み取りには赤纏も赤緯ミ同様角度で表はすのが普通である．

同時観測なさで計算する場合なきは此の方が便利である，

　出現時刻の記入は同時観測の時は早ぐせねばならぬが，（2）（3）の場合に

　　　　　　　　　　　や
は全部の記録が終って後行つナこらよい．一分位の違ひはあっても差支ない．

時刻を求めるには郵便局或ひは停車場で合はせてもよいが，ラヂオの設備

のある者は其れを利用するのが最良の方法である．ラヂオでは通常藪秒に

のぼる誤はない．相盛に太陽の南中を影で観測して時刻を求める方法も馬

鹿にならないもので，十秒以内の正確さは容易に得られる．其方法はこ判こ

述べる蝕裕もないが，天界第一・巻第9號（141頁一150頁）の佐々木哲夫氏の

論文「時間ε時刻」中にあるからそれを御覧になつナこらおわかりにならうε

思ふ・同時観測を行ふ場合は時刻の記入を他の入にやって貰ふか，自分の

みでやる場合に齢の売まで訊する事瞠ましい．

・欠に七輪間の棚であ・がこの方滋吻の士までしか慨し得
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ない，ランニング用のストツプゥオツチを用ひるのは一法であるが，そ

れよりも軍に口唱法で充分間に合ふ，李常「ヒフミヨイムナヤコト」か或は

「アイウエオアイウエオ」を一秒に唱へられる襟に練習して置いて，出現の

瞬間から唱へはじめ消滅までの時刻を計るのである，はじめは随分失敗し

て，飛語って撒へはじめるε云ふ滑窪を演じたりするが，慣れるε無意識

に云ひ得る様になる．縫績時間は通常0．1秒から1秒まで位のもので一秒以

上のものはめづらしい．火球なさでのろいものは10秒以上もかかる事もあ

る．こんな場合にはストップウオッチがよいのであるが，脈搏を数へる

のが都合のよい方法で1秒までは正確に測定し得る。痕の持績時間等も脈

搏法によったらよからう・思ふ・纐時間の測定が十秒まで位礁に

行けば流星遽度の研究に大いに役立つのであるが，只今では此れ以上の良

．法はない様である．

　次に流星の光度は恒星ミ比較するのであるが，流星が尾をひいて動く爲

一等級位の誤りはざらにある．慣れるミ誤差は系統的になる様である．大

光度の揚合は比較の仕様が無いので「月の惑乱」εか「金星の3倍位」εか云

　　　　　　　　　　　　　　　マイナス
つtc　k、うにするよりしかたが無い，負何等εつけてもよいが此れは2等

から3等位の間違ひの起る場合もあらう．光度は火球な盲の如く出現から

潰滅まで同一光度を示さないものがある．その場合は初，中頃，終ε三段

位に分けてする方法をミるがよい．郎ち2→0→1の如くにして表はす．

　次に速度であるが，これは見掛けの緩急を云ふので定つた標準はないが，

出現しナこ流星が，或る種の流星群に属するか否かを見分けるに役立つから，

不必要の様に思ふが是非やつてほしい．使用する略號は，急速R（Rapid），

中M（Moderate），緩S（Slow）s甚V（Very），梢r（Rather），を系且

合はせて

　　VR，　P　2　rR，　M，　rS，　S，　vS

の七階級位に分けて記すのを普通εする．特に速いミか，馬鹿にのろいミ

かのものが現はれたらVVR，　WSの如くVを二つ重ねて書いたらよい。

　出現時の速度こ消滅時S速度Eの差異を見出し得る場合が可成りある．

熟練によってこの關係から流星が輻射貼から近いか濯いかを知る事が出來
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る筈である．

　或る流星群に直す流星の色を統計して見れば系統的な關係のあるこミが

わかる．侃て色の記鋒も重要なものであるが，淡い流星の色は誤が多いの．

でよほさ確かの場合の外は書かぬがよい、個人による差縁光度や速度の場

合より甚だしく，同じ流星を一一人は赤ε見，他の者は黄ε見る如きは屡あ

るが，人によって系統的なものεなるから心配は入らぬ。次の様な符號で

記すを便利εする．

　白W（White），青B（Blue），赤R（Red），黄Y（Yellow）

及び混色ではWB，　WR，　YB，　RY等．

　流星の色は出現時こ消滅時ご必ずしも同じでない．OSて此場合にはW一・

YミかY→Rの如くにして表はして欲しい．槻測者が若し色盲であった

ら，その事をつけ加へて置いて貰ひたい．面白い研究材料にならうミ思ふ．

　経路の曲直は星圖に記入するので無用の様であるが記入して置いた方が

便利である．直線の場合ば記入しないでよい．爆護εか，分裂があれば同

様に記すのである．

　痕が残ればそれを記し持綾時間を口唱若しくは脈搏法で観測して記しで

置かねばならぬ．

　しばしば経験する如く，火球の著しいものでは音を卸するものがある，

音響の達する時間を測定し得れば，同時観測E同様，其の實距離を知り得

る筈である．適宜の方法で測ってもらひたい．

　以上は一個の流星について観測すべき事柄であるが，連吟して塔寺間観

測すろ場合は，以上の外に次の諸国を記録して置く必要がある．

（イ）　槻測開始時刻・　（ロ）　同終了時刻、　（ハ）三軸時間数，　（二）　観測

個数，　（ホ）一時間弔均数，　（へ）時刻の正確の程度・　（ト）使用時計・

（チ）　空の良さ，　（リ）雲量（十分間毎位でよい）・　（ヌ）　月の有無（有る揚

合匡月齢）・　（ル）　襯測方向，　（ヲ）　目的等・

　室の良さε云ふのは透澄の程産で上，中，下位でよからう．霧：や霞なさ

の多い時は別に雲はなくても3等星位さへ見えないε云ふ事がある．雲量

は全天皆曇った時を10ミして，応分の時は5，他は之に準じて書いたらよい．

観測の方向は東西南北等の方法でよいわけであるが，それよりも目あての



流星の観測法　（小棋孝二鄭） 93

　星座位を書いたらよいミ思ふ

　　同時観測の場合は観測地の位置の正確が欲しいから参謀本部の5萬分の

　一の地圖によって纏緯度を求めて記して置かねばならぬ．

　　下に観測例εして本年八月のペルセウス流星群観測の一部を挿入して置

　く．これを参照して方法を知って頂きたい．

　NO＝1　　　　流星観測用紙　　　　　　観測者；小横　観測地；岡山縣津山

年月日
1

1928．8，12， 観測個馴 38
旨
瞳用時計 目畳時計

　　　　｛J始時刻 Oh　Om 一時間雫均敷　　19．0
黶@　　一

時刻の正確度 士　1u1

終了時刻 2hOm 天氣ノ良サ1 上 観測方向 ペシセウス座

観測時間 2hOm 平均雲量1 0
1
1

月 齢

維綾 出現貼 清減劃
番號 時刻 確度

時間
光度 速サ 色 其他

俣 δ ㏄ 1司
流星群

』 一
～　　L

3

1
　
　
0
自
　
　
3

Oh　om

@13
@16

3
3
4

0．3s

nβ

O．4

3。5u

R．5

P
R
R
R

w
w

　痕

ｭ（2s）

53

P0

R58

十46

¥18
¥43

58

P9

R43

＋411　　1

｣ P
P

4 18 4 0．6 0 M WR 痕 46 十32 48 十22 P

5 28 4 0．3 2 R w 痕 58 十45 63 十41 P

6 33 3 0．3 2 R w 11 十57 B ＋51［

7 36 4 0．7 0．5 rR w 痕（4s） 351 十57 318 十431 P

S 40 3 0．4 3 R W 80 十72 U7 十741
@　i

1｝

9 42 4 0．7 3 M Y 30 十64 47 ＋篶
10 44 4 0．4 2．5 rR w 43 十61 41 →一65】 P

11 49 3 0．4 3．5 R 355 十78 310 　　1¥801 P

12 50 2 0．4 4．5 R 45 十54 65 ＋561 PP

13 52 1 03 3．5 R 270 十86 170 十78

14 55 4 α4 2 R W 46 十39 46 ＋331 P
15 1hO

@　「
4 0．6 一〇。5 rR w　「痕（2・） 25 十30 20 　　；{14 P

　　　　　4，豊間に於ける火球5ζは阻石落下の襯測法

　この観測位難しいものは無からう．委托すべき背景がないのだから正確

を期する事は望まれないが，多数の観測者の結果から導びけば誤差を少く

するこεは出來る．端的に云へば出浸の方位角及高度ご其時刻εがわかれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ば二人以上の観測から軌道を求められるのである。依つて我々はその方位
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仁君高度を求め得れば陶題はないのである．

　附近に山εか樹木εか何かの越があればスクツチに依って出没位置を

なるべく精確に記入する．次に経緯儀（Theodolite）の如き器械で方位：角

及高度を測量するのであるが，少からざる誤差を伴ふこ：主を豊悟せねばな

らぬ．此の場合はまだよい方で，附近に委托物の全く無い時は夏に困難を

感じやう．この場合には出陣の位置を見定めて，其場で粗略ではあるが手

をつかって方位角及高度の概略の値を求めるより方法はない．自分は通常

右手を充分伸ばした際小指から入差指まで四本の指を揃ヘブこ時，．脱離の挾

む位角が9。ミなるこミを知ってみるので，黄道光なE“の長さを目測する時

なさこれを使ってみる．これによれば撒度の誤差はあらうが多数の観測か

ら誤差を少くし得やうミ思ふ．

　以上の方法で方位角ε高度を測れば出現の日時より出浸の天球上の位置

は容易に計算し得るから目的を達する事が出癖る．音響εか爆獲分裂等の

観測は前出の方法で行ふべき事は勿論である．

　　　　　　　　　　5．　　耳鼻目測曝に聞する諸注意

　観測者の服装は，夜時特に屋外で行ふのであるから充分注意を携はねば

ならない．冷ナこい夜の翌月にひナこる：爲め風邪を引くおそれがあるから，ナニ

ミひ夏の夜でも浴衣一枚でやる襟なこミは避けなければならぬ．必ず野際

な防寒準備をし，夜露や霜等を除ける爲に，帽子（鳥打帽子の檬なものが

よい）をかぶってをく事である．

　観測時間は三時間以上はなるべくやらないがよい．身罷iに相談して行ふ

べきであって，無理な事をして健康を害する様な事があってはならない，

冬季の槻測は殊に注意を梯ふ必要がある．

　観測用の燈火は直接眼を刺戟せぬ弱いものが理想的である．赤玉のつい

た懐中電燈なさは書聖なものであらう．風が吹いても随える心配もないし，

経濟的の檬に思はれる．

　観測は晴夜であれば何時やつてもよい．何時新しい流星群が見つかるか

わからないのであるから，二月ミか三月ごかの流星数の少ない時でも注意

して頂きナこい．重要な流麗群は月夜でも観測の必要がある．流星群観測の
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場合は輻射鮎の近傍を中心εすべきであるが，他の場合は何所を目當てに

しても宜しい・牧獲の多いのは午前2時頃か3時頃であるが，流星群を肇見

する目的なれば時をえらばない方がよからう・

　同時槻測の場合には各観測者の時刻を正確に一致させる，事が特に大切

である．基線は100粁内外が適當であるが必ずしも此制限を要しない．

　次に観測用の星岡であるが，これは天文同好會で自由に得られる流星観

測專用のものを用ひるべきである・この囲は大圓を直線で書き得る襟に出

來てるるので輻射黒八の決定に至便である．「天界」にも度々蓮べられナこ通り

殆んE．・無制限に得られる星圖だから，こ・でも観測をおすすめする次第で

ある，

　　　　　　　　　　　　6．　む　す　び

　流星観測はそれ濁自0）目的を達する外，副産物εして星をよく蜷えられ

る利便がある．星圖ミ首引で星を豊えるのは苦痛をミもなふが，流星を相

手にするこ，いつの間にか星を蜷えてしまって何慮にあらはれた流星でも

すらすら記入二二る様になる．星を豊える結果，流星観測者はよく新星を

護見する．（白鳥座第三新星の護見者である英のデニングや本邦の憩田氏

は共に二心な観測家である．）　故に二二中に銀河を一度しらべる事は無用

ではなからう．

　齪測結果を整理して輻射鮎を求むる事は軌道の決定法の中に記して置い

た，｛乃て其慮を参照して戴きたい．

　既知の流星群の主要なものは同好三囲行の天文年鑑中に「輻射澱の表」ε

して載せてあるから御覧を願ひたい．　　　（1928・9・3）

　　　　　　「天界」紙上の流星に關する記事一覧褒
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